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叙想法 

 

未完了分詞、完了分詞がコピュラ動詞の叙想法不定未来形または直接法未来形を従えると、不定または推定の意味

を持つ叙想法を作ります。 

 

① 不定未完了形 

 未完了分詞＋コピュラ動詞叙想法不定未来形  未完了の行為、状態についての不確かな推測・条件・仮定な

ど。 

 

अगर वे घर से जल्दी ननकलते हों, तो भी समय पर पहुँचना मुनककल होगा । もし家を早く出るとしても、時間

には間に合わないでしょう。 

 

② 推定未完了形 

 未完了分詞＋コピュラ動詞直接法未来形  未完了の行為・状態についての比較的根拠のある推測・推量など。 

 

ज़रूर व ेउनचत उपाय करते होंग े। きっとあの方は適切な手立てを講じられるでしょう。 

नवदेश में जाकर भी वह रोज़ हमारी याद करती होगी । 外国へ行っても、あの子は毎日私たちのことを思

い出してくれてるわ。 

 

③ 不定完了形 

 完了分詞＋コピュラ動詞叙想法不定未来形  ある時点で完了している行為や状態についての不確かな推測・

条件・仮定など。 

 

उनकी माुँ को यह आशंका थी कक कहीं उसके बेटे ने जल्दबाज़ी में कोई ग़लत काम न ककया हो । 息子が軽率

にも何か間違いをしたのではないか、と母は案じていた。 

अगर आप एक कदन भी वहाुँ रह ेहों, तो दबुारा उधर जाने को नहीं कहते । もしあなたが１日でもそこにいら

っしゃったら、二度と行きたいとは思わないでしょう。 

 

④ 推定完了形 

 完了分詞＋コピュラ動詞直接法未来形  ある時点で完了している行為や状態についての比較的根拠のある推

測・推量など。 
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अब तो दस बज गए होंग े। もう 10時になったに違いない。 

संग्रहालय में छात्रों ने अनोखी तस्वीरें देखी होंगी । 博物館で生徒らは不思議な絵を見ただろう。 

 

⑤ 仮定未完了形 

 未完了分詞のみ／未完了分詞＋コピュラ動詞未完了分詞形  時間に係わりなく、まったく不可能なあるいは事

実に反する動作・状態を仮定したり、その結果を述べます。 

 

यकद तुम्हें यह मालमू होता, तो तुम क्या करते ? もし君がこのことをしっていたら、どうしただろうね？ 

 

⑥ 仮定完了形 

 完了分詞＋コピュラ動詞未完了分詞形  ある時点までに完了している動作・状態に反する仮定を述べます。 

 

यकद तुमने पहले से कहा होता, तो लोग ऐसा नहीं कहते । もし君が前もって話していたら、みんなこんなこ

とは言わないのだ。 

उसने अगर यह पुस्तक पढी होती, तो उसे सबसे अच्छा नबंर नमल सकता । もし彼女がこの本を読んでいた

ら、誰よりも良い点を取れていたのに。 

 


